
手立て

・手書きペンツールで振り返りを記入する。
・「みんなのボード」で班ごとのページを作成し、班
で互いの振り返りを見合う。
・班での見せ合いの後、別の班の振り返りを見る。

授業の様子

成果物
他の人の書いた文章と自分の文章を見比べて、よ
り詳しく書いたり、他の人の文を参考にして書いた
りする児童の姿が見られた。

第２学年 学級活動「学きゅう目ひょうのふりかえり」
１学期の振り返りを「みんなのボード」で共有する。 出町小学校



① 「オクリンクプラスみんなのボード」にデジタル機器に対する課
題を出し合い、同じワードや似ている内容を話し合ってまとめ、提
案するテーマを決める。

② テーマごとにグループボードをつくり、調べたことや提案したい
ことをカードにまとめる。

③ 情報を取捨選択し、原因や根拠となる部分と提案することを色分
けする中で構成を考える。

④ 構成したカードを利用して、提案文を作成する。

①

②
③

④

成果物
作成した提案文

授業の様子
友達と提案内容について検討 手立て

1.提案のきっかけ
・体験してわかっている、デジタ
ル機器の便利さについて

・調べてわかった小学生の使用時
間の現状や長時間使用すること
のデメリット

２.提案内容
「デジタルデトックスをしよう」
・提案内容のよさ（睡眠の質の向上）

・具体的な方法（使用時間のチェック等）

３.まとめ
デジタル機器は時間を決
めて活用していくことが
大切である。

②

第６学年 国語科「デジタル機器とわたしたち」（全８時間）
「書くこと」の学習において、オクリンクプラスの共同編集機能を活用し、「デジタル機器の適切な付き合い方」について提案文をまとめる。 庄南小学校



・考えを交流するためにみんなのボードに
部屋をつくって学び合う。
「成果」
・考える視点をもって考えを交流したり
深めたりすることができた。
「課題」
・学び合いで確かになったものをきれいに
完成した状態にしたいという思いが出て時
間がかかる。→まとめに活かせる形へ

成果物手立て・授業の様子

・振り返りをオクリンクプラスに積み上げていく
「成果」
・学びと振り返りを提出BOXに残し、スタンプやコメント機能を活用して
即時評価することができた。
「課題」
・振り返りを提出して学習が終わりとなる児童もいるため、提出後は見
合って「学びのアップデートをする時間」という意識をもたせる。
→学習習慣の定着

第３学年 国語科「すがたをかえる大豆」 砺波北部小学校



手立て

①グループで相談したり試奏し
たりしながら、マイボードで演奏の
順番を考える。「みんなのボード」
を使うと、各自のタブレットから一
枚のカードに同時に書き込めるので、
みんなが考える場に参加できる。
②楽器の音の重なりのよさ等に気付
くことができるように、演奏順の
カードと実際の演奏動画を確認しな
がら聴く。

成果物

演奏順カード

演奏動画

授業の様子

第５学年 音楽科「いろいろな音のひびきを味わおう～リボンのおどり」（全３時間）
楽器の音色やその組み合わせによる響きの変化を味わって、表現を工夫したり聞いたりすることができる。 庄東小学校



４年 社会科「きょう土の伝統・文化と先人たち」(全２２時間) 庄川小学校

④整理分析後の意見交換の様子①情報収集しながら意見交換
する様子

②資料に書き込んだメモ

友達のカードを読んで
意見交換する相手を選ぶ
ようになった。

【１時間の流れ】
１課題設定をする
２副読本「きょう土のすがた」やオクリンクプラスに送られた動画等を使って情報収集を行う
３情報収集した情報を「みんなのボード」に作成した自分のカードにまとめる（整理分析）
４まとめ・振り返りを行う

⑤まとめ・振り返り

提出ＢＯＸに提出することで、互い
のカードを読み合うことができる。ま
た担任からのフィードバックを受け取
り、即時に再提出することができる。

③整理分析した子供たちのカード（みんなのボード）

内容確認をし、「つまり？」
と事実と結果の関係を確認する
様子が見られる。

矢印を使って事実と結果が分かるようにしたり、地図や資料で図示したりと、各々の
好きな方法で得た情報を整理できる。互いのカードを自由にリアルタイムで参照し合え
るので、友達のカードからヒントを得ることができる。



• オクリンクプラス上でカードを使って、簡単

に素早く実験の手順や結果をまとめること

ができる。

• 他の班の実験の手順や結果を「みんなの

ボード」で確認することができるので、自分

たちの手順や結果の振り返りに生かせる。

◆手立て

第１学年 理科「白い粉XはABCのどれと同じか」 出町中学校



① 「みんなのボード」に各自が書き込むためのカードを配置
する。生徒は太陽や雲、雨の記号を動かしながら、気象の変
化を書き込む。

② 根拠を記入できるように、天気図や前線の断面図をカード
に配置しておく。生徒は天気図を読み取ったり、前線の断面
図を書き込んだりして、考えの根拠とする。

③ 自分の考えをまとめる手がかりにするために、共有機能を
利用して友達の作成した図を見たり、友達に直接質問したり
する。

成果物 作成した気象の変化

手立て

①、③

①◎前線の断面図から、寒冷前線が通過した
ことが分かる。また、前線通過後に雨が
降り、気温は下がったと考えられる。

②

授業の様子
天気の変化を予測

第２学年 理科「天気とその変化」（全９時間）
オクリンクプラスの共有機能を生かし、友達の考えを参考にしながら、根拠を基に富山県の気象の変化を説明する。 庄西中学校



【１時間の流れ】
①課題をたて、
まとめの見通しをもつ

②教科書や
インターネットから
情報を集め、
カードにまとめる

③意見交流

④まとめ

⑤振り返り

タブレットPC ノート

課題 くらしを守るために自分たちに
できることを考えよう

まとめの見通し
火事をふせぐために自分に
できることは～。
自転車じこをふせぐために
自分にできることは～。

ふりかえり

タブレットで振り返り
をすることで、共有で
きるようにしている。

まとめ
ノートには、
本時の課題
とまとめを
蓄積してい
る。教師は、
課題に対す
るまとめが
かけている
かその場で
評価してい
る。

まとめを見いだす
ために、意見交流
を行い、自分が調
べていない項目に
ついて知る。

共同編集を
して、情報
を共有した
り、
自分の考え
を整理した
りする。

火事

自転車事故

自転車事故と
火事のどちらを
調べるか決める。

第３学年 社会科「くらしを守る」（全１４時間）
タブレットPCとノートの効果的な使い分け 砺波東部小学校



ノートとタブレットを併用した
Ａ子の記述

タブレットのみを使った
Ｂ男の記述

①本時の課題を確認する。
『日本の水産業がかかえる課
題や、それに対する取組につ
いて調べよう』

②課題解決に向け、教科書や
資料集、インターネット等で
調べる。

③調べたことのまとめをカー
ドに入力する。（オクリンク
プラス）

④友達とまとめを交流する。

⑤学習を振り返る。（オクリ
ンクプラス）

この事例で明らかとなった成果

ノ
ー
ト

・メモをとることで、調べた内容を頭の中で整理（インプット）することができ、自分の言葉でまとめること（アウトプット）がで
きる。
・メモを書き溜めているため、これまでの学習と比較したり繋がりを意識したりしながら調べたことをまとめたり、学習を振り返っ
たりすることができる。
・友達とまとめを交流した際、友達から学んだことをすぐにメモすることができる。

タ
ブ
レ

ッ
ト

・それぞれのまとめや考えを交流する際は、より多くの友達のまとめや考えを知ることができる。
・記述の修正が素早くできたり、写真や絵を簡単に取り入れたりすることができる。
・子供の書く字には個人差があり、ノートでは読みにくい文章であっても、タブレットでは読むことできる。

単元を通して、調べた
ことをノートにメモし
てからまとめを入力す
るか、ノートを使わず
にすぐに入力するかは
子供が自己選択して進
めることとした。

手立て・授業の様子 成果物

第５学年 社会科「水産業のさかんな地域 ー鹿児島県ー」 砺波南部小学校



第２学年 国語科 「自分とくらべて読み、とうじょうじんぶつに手紙を書こう「お手紙」 」 鷹栖小学校

授業の様子 成果物

手立て
①デジタル教科書の教材文に登場人物スタンプを 
押す。

②「マイ黒板」機能を活用し、場面ごとの登場人物
の様子を思い浮かべ、自分の考えをまとめる。 
(叙述や挿絵の抜き出し、スタンプ、吹き出し等を
使いながら、自分なりにまとめる)
→タブレットを見せ合いながら交流する。

③ワークシートに自分と比べて考えたことや、読んで
思ったことを書く。
④ノートに、学習のまとめや今日の学びを書く。
⑤登場人物に手紙を書く。





成果物
授業の様子
スピーチの発表に向
けて、生徒たちが自
分で選んだ方法でス
ピーチを練習する

手立て

スピーチをよりよくするための
方法を選択肢として提示する。
＜ICT ＞
①自分のスピーチ動画を撮る。
②ワードで文字起こし
③タブレットで発音等を調べる
＜ノート＞
④原稿をノートに書き、先生な
どに添削してもらう。等

授業の最後に、
生徒の練習の成果
をビデオや音声
データで提出させ、
教師が評価をする。
評価にAIの力を借
りることでより正
確に評価できる。

第１学年 英語科「自分のお気に入りの人を紹介しよう」（全７時間）
ICTやノートを効果的に使い、自分にあった方法を選び、自分のスピーチをよりよくする。 般若中学校



【授業の様子】
ノート書いた解き方をタブレット端末を使って共有する様子

【成果物】

【手立て】

①身のまわりの問題を方程式を活用

して解決する問題において、自分

の考えや解き方をノートに記入す

る。

②自分の考えを書いたノートの写真

を撮ってオクリンクプラスに送る。

③生徒同士で考え方や解き方を見合

い、友達と考えを話し合ったり、

自分の解き方を修正したりする。

①

②

③

第１学年 数学科「方程式の利用」（全５時間） 庄川中学校
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